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2月 13日 (火 ) 《鑑真が東征する以前の仏教界と授城》

天平勝± 6年 (745)唐 から鑑真が渡来し、東大寺に戒壇を設け、多くの僧が授戒しました。しかし、鑑真

が渡来して初めて授戒が開始したのではないのです。実は、それ以前から授戒はおこなわれていました。

その実態を検討してみます。また、興福寺の僧栄叡 (よ うえい)と 普照 (ふ しょう)力 唐ゞから伝戎師の招請に

奔走した背景を少し考えてみることにします。

《平城京の官人らと釘過》
平城京は、唐の長安城と同じく、京内に官人層の墓を営むことを禁じていました。元明天皇 元正天呈陵、

聖武天皇 光明皇后陵は、いずれも京外に陵墓を設けています。これまで見つかっている墓誌などをもとに、奈

良時代に平城京に居住 した官人たちの墓の実態と、藤原不比等を埋葬した墓を少し考えてみます。

《昔代の食封。封戸とその運用》

日本の古代国家は皇族や高官に、位階 官職 勲功に応 じて、

封戸を与えています。これには他に寺に寺封を与えています。

この与えられた封戸の実態とその運用を具体的に考えてみます。

※ 感染症予防にご協力をおねがいいたします ※

☆☆☆ 事前の申し込みfま要りません。どなたでも参加できます ☆☆☆

開 講 13時 30分 (開場 13時 )味 良県文イ陰 館西1/・ 近撲奈良駅より徒歩 5分 )

降月12日 (火 )


